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次に縦断的に，予後調査により，治癒した者では最高 6 年最低 6 ヶ月の病後歴で再発を見ず欠陥を











る口時間体験異常・体感異常も I 型に比し E 型においてはるかに多数の症例に認められる白全病期は
I 型に比し E 型ではるかに永い経過をとっている口病に対する構えの点では， 1 型に比し E 型におい
て病感が圧倒的に強く，かつ病への捉われの深さがより大である。訴えの質に関しては， kritik の存


























的色彩の強い第 E 型との 2 群の亜型に分類する事により一層合理的な疾病学的説明が可能になり，既
存の精神科診断図式上への位置つけの問題に対する説明も可能になる事を明らかにした点に意義があ
る。
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